
 

 

 

 

１ 目 的   学校経営に関わる諸課題並びに法制上の諸問題を解明し、校長としての

職能向上を図り、学校経営の円滑な推進に資する。 

 

２ 主 催   北海道小学校長会  北海道中学校長会  小樽市校長会 

 

３ 後 援   北海道教育庁後志教育局  小樽市教育委員会 

 

４ 主 管   小樽市校長会 

 

５ 日 時   令和６年８月６日(火) １３：００～１５：００ 

 

６ 会 場   ジブラルタ生命ビル３階会議室(小樽市色内３丁目２－１) 

 

７ 参加者   小樽市立小中学校長他(２９名) 

 

８ 日 程    13:00～13:20 開会式 

13:20～13:50 経営研究会Ⅰ(一般情勢説明) 

14:00～14:55  経営研究会Ⅱ(質問･要望事項の回答と協議) 

14:55～15:00 閉会式 

 

９ 開会式 小樽校長会 代永  研 会長より主催者代表挨拶 

      小樽市教育委員会教育長 中島 正人 様より来賓代表挨拶  

 

10 経営研究会Ⅰ 

（１）一般情勢説明(北海道中学校長会 役員（会計理事） 伊藤 仁弥 氏) 

   ①北海道小学校長会、中学校長会の活動や役割、組織について 

    ア チーム北海道としての北海道教育の振興について 

    イ 校長の職能向上について  

   ②一般情勢について 

    ア 全国学力･学習状況調査のＣＢＴ化について 

    イ 働き方改革について（デジタル採点システム等） 

    ウ 教員不足、教員再試験の状況について 

    エ 当面する学校経営上の課題について、今後の見通しを含め示唆 

小樽地区 教育経営研究会 



11 経営研究会Ⅱ 

（１）質問要望事項への回答(北海道小学校長会 幹事 渡辺 琢史  氏) 

                （北海道中学校長会 幹事 坂本 征人 氏） 

 

① 不登校児童生徒への学びの保障について 

・道内の先進的な取組についての紹介 

・端末の活用、安心して学べる居場所づくり 

・メタバースの活用、アバターでの参加 

   ② 一人一台端末の更新について 

     ・国の方針に沿って令和 10 年度までに計画的に更新 

・地方財政措置の国への要望 

   ③ ＡＩドリル（デジタルドリル）等の導入状況について 

・道内の自治体の取組状況の紹介 

・全額自治体負担、一部自治体負担、全額家庭負担等の状況 

④ 修学旅行等の旅費の増額について 

    ・道教委としては、個別協議を通して対応 

      ・道小、道中、道公教が一体となって増額要望の継続 

   ⑤ 働き方改革について 

     ・管内モデル校を参考にした取組の推進 

     ・道教育長メッセージの活用、時間外勤務時間の公表等による広報活動 

   ⑥ 教員未配置の解消について 

     ・道内の未配置状況 

     ・質の高い教員確保に向けた採用試験の改善 

     ・ホームページやハローワーク等の活用 

⑦ 学習指導員、教育業務支援員の配置について 

  ・増員に向けた予算確保の取組、全額国庫負担に向けた取組の推進 

⑧ 男性職員の育児休業等の取得について 

  ・子育て行動計画に基づく休業・休暇等取得の促進 

  ・取得者がいる場合の学校の対応等、好事例の紹介 

 

12 閉会式  小樽市校長会 遠藤 隆典 副会長より、謝辞並びに主催者代表挨拶で

閉会 


